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13 ライグラス類冠さび病病菌 レースの存在

山 口県農業 試 験

環境部病害虫研究
場
室

目的 。背景

ライグラス類冠さび病の防除に抵抗性品種の栽培がとりあげ
られている。しかし病菌にレースがあると

抵抗性品種の罹病化や病菌レースに対する抵抗性品種育成
が必要となる。本邦における病菌レースの有無

を明らかにする。

成 果 の 内 容

本邦ではライグラス類冠さび病菌に、病原力の強
い菌株と弱い菌株はあっても、病菌レ

ースの存在は認

められなかった。

活用面と留意点

(1)本邦全域のライグラス類栽培地帯及び品種育成場所、系統適応・特性検定試験
場所の品種育成に適応

する。ライグラス類冠さび病に対するイタリア
ンライグラス、ペレニアルライグラス抵抗性品種栽培及

び育成にあたり、病菌レースの変遷による罹病化を懸念する
ことなく、安定した抵抗性品種栽培及び育

成に活用できる。

(2)市販品種でライグラス類冠さび病の抵抗性品種は、イタリア
ンライグラスではエース、ワセホープ、

テティラ、ウエストラなど、ペレニアルライグラスではキ
ヨサト、ヤツガネなどである。

(3)ア メリカのイタリアンライグラス抵抗性品種、W:F10rida Rust一
Resistant、 stOnevine Rust一

Resistantは 日本でもライグラス類冠さび病に対して抵抗性とみられる。
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oノ 図 1.冠さび病夏胞子の採集地

表 1.各地採集冠さび病菌の判別品種に対する病原性の差異
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感 染 型
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